




A Trial of Summer Camp Meeting for Diabetic Childen and Their 





























































8月3日・困 ＼8月4日『榊 8月5日　囲 8月6日　田 8月7日・．回







































































昼　　　食 」ψ　　． 昼　　食昼　　　食・ 昼　　　食
昼　　食 9 昼，食 昼　　食 PM
1：00


































































タ　　　食 タ　　食 タ　　食・ タ　　食 タ　　食 タ層　食 タ『食
?




















　　’A寝箪備 入　　浴 就寝箪備 就寝準備 入　　浴9：0◎ 後片付け








































































































? 　一齢一P－F一~錘賛喉蚤噛継躍鯉・睡の欄直果　　物 マスクメロン Σ盟 ? 回一 冒 l　l 笹 鴇　　輪…2鉱3




























































































































































































































































































































































区分 献立名 ・食品名 数患の 表1 2 3 4 5 6 付 エネルギーD‘Kaり蚤白質@191脂質｛の 糖質｛9｝ 食壇のご　は　ん 飯 99 董．8 147 2．6 ‘0．5 31．4



















???? ?? ?????? ????
0．6
k1鶏　　　卵 、17　． α34 28 2．1 ・－ P．9 α2 0．05｝ 油　・ 2．5 0．25 23 0 2．5 0


















味付のり． 2　、 ? ※ 一 α8 0．1 0．8 α11
生野菜 ト　マ　　ト ’60 ? 10 α4 0．1・ 2













鶏　　　卵 50 LO 81 6．2 5．6 0．5 0．15
干し椎茸 ? ※ 一 0．2 ? 0．5





































0．1 し 0　，．ﾓ 0．8ﾓ 0φ『 0．02O．25
1－…酬唱冒9幽’1隠砂’1”　鮪 α81■gr一囲一冒 一． 山　　　　　　、　　9　　　　9　　　　　■，　，　　　　脚 ，，酌 脚，一 0．04 3’ 一〇’陣： ’…O… 『’‘ O．8
補食 果　　物 す　い　か 380 1 1118 2．7 ? 30
?? 飯 110 2 178 3．4 α7 37．8
「




砂　　　糖 4 0．2 15 ? 0 4　・・ 1? ? マ　ー　ビ　ー 6 ?
．






























蛙　　　衝?｢一 20　・? ρ．4 32?? 4．4ﾓ ’L4、ﾓ φ、O．1 0．2
，さやいんげん 10 ※ 2 0．2 ．0 0．3????????? 紅　生　姜 5 ※ 2 ? ? 0．4
「 の　　　　り 1 ※ 一 0．4・ 0 0．4?
絹ごし豆腐 30 0．2 17 1．5 ・1 0．5
虫まし汁 ほうれん草 ・10 ※ ?? 0．3 ? 0．4｛
しょう　ゆ 9 ．05 5 0．7 ’　φ ．0．6 1．35






















































































































a5 韮」 14．4 0．39????
サ　ラ　ダ 生野菜・卵}ヨネーズ 基礎食に　準ずる。
梁　　　物 擁・ 蕩礎食　に準ず　る。
1歓み　物 牛　　　魏 欝 L4 i22 16．0 56 藪3 砿21徳食 キ壁ラメル 憩覧 ? に5 41 o．7 0．： 玉軌1















1野菜の壌もみ 基層礎盆に準ずる。一一T牛 託 茎40　　　　　・　　　　重　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　’83　 　　 4．玉 　　　4．5　　　　6，3　　　0．14
擁藥　　梅；ず　い　か ’　　　基礎．食　に　準ず　るσ
























δ茎 4．9 4．1 砿4
r　　・■一　■　ρ■今　髄　rr　F．　一　　　　＿











果　　物 桃 基礎食　に準ず る。飲み　物 牛　’　乳 98 0．7 58 a8 3．1 4．4 0．10補食 さつまいも 130 2 160 1．6 0．3 37．3ご　は　ん 飯 基礎食に　準ず る。味噌汁 基礎食　に単ず　る。
????
焼　　魚 甚礎食　に　準ず　る。
冷奴・かぼちゃの含め煮 基礎食に準ず る。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　1野　菜　の　塩　も　み 基礎食　1ζ　準ず　る。　　　　． 「
飲み物 牛　　　乳 206 1．4 122 6．0 6．6 9．3一 α21果　　　物 す　い　か 260 1．0 81 1．3 ? 20．5
??





























56 4．5　’ 3．8 0．4 0．7？
合　　　計 8 1．5 4．7　2．1L41 L81，664 67．5 52．9 223．3 9．39
亀（8月4日分）学童後期の献立例表9－c
No　10　0　見　　　0　　　10歯男22．5単位　　　　コントロール不可




























飲　み物 隼　　　乳 206 1．4 122 6．0 6．6 9．3 0．21
ご　は　ん
?




































61 4．9 41 0．4 0．84












凸区分 献立名” 食品名 数側9，衷1 2－ 3層・ 4 5 6 ’付 喫縞舶蕩 脂質19｝ 穂質1の食塩の
ノ寸　　　　ン ’　　　　　濫　礎　食　に　華　ず　　る。???
サ　ラ　ダ 生野菜・卵 へ　基　礎　食　に　串　ず　る。
果　　　物 桃 220 1 8r 1．3　　0。2　20．2
飲み　物 牛　　　乳 206 1．4 122 6．0 6．6 9．3 0．21
ご　は　ん
?














飲み　物 牛　　　乳 182 L3 107 5．3 5．8 8．2　　0。18



























@　　　・1 麗 a6 5．5 0．5 1．12飲み物 牛　　　乳 140 一 1 83 4．1 4．5 ．6．3 0．14 L
果　　　物 ぶ　ど　う 225－ 1．5 126 1．1， α5’ 32．4









































ｿ09飲み物 牛　　　乳 206 L4 122 6．0・ 6．6 9．3 0．21
補食 さつま噛い’も 130 2 160 ’1．6 0．3 37．3









0．2 19?? 1．3???? 0．6?? 0．6曹T
ｿ2
1．3，??．???









冷　　　奴 基礎食に　串ず る。かぼちやの含め煮 基　礎食　に 鄭．ず　る。
野　葉　の　塩　も　み 差　．礎　食　に　酪　ず　る。　．　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　1













































82 ε6 　　　9繧T・　0．5 1．12











































































































































































































































































































































































































































































































































加熱用機器 数量 ’計量機器 数量 食　器　類． 数量 そ　の　他 数量
O天　板　網 5　枚 ’O秤　　　10kg1　台 0ラ　ンチ皿45枚0ボール特大 1　個
o細　　　網 5　枚 秤　　　2kg8　台 平　　皿『大 45枚Oボール　大 1　個
O卵焼き器 2　個． O秤　　100g1　台 平　　皿小 45，枚 0ボール　中『 1個0文　化　釜 3　個 言楓力・プ2994　個 丼 45個Oボール　小 1　個
鍋　　　特大 3　個 O計量カップL61　個 味噌汁椀 45個Oホーローボール中 1宿
鍋　　　大 1　個 o計量ス涛ン器2本 は　　　　し 45ぜん Oざ　　る　大 2　個
o鍋　　　申 1　個 言憧ス外ン誌 5　本 Oさいばし 5ぜん Oざ　　る　小 2　個
フライパン 1　個 計量スプン，き 5　本 1スプーン　大 45本Oみそこし　大 1　個
中　華　鍋 1　個 Oスプーン小45本o包　　　　丁 5　本
O魚焼き器 2　個 、 ビニールカップ 45個 ま　な　板 4　枚



























②　食品薮 N＝12 」四も甲 刀ン　リ閃』 lv－1‘
人数（刈 全体あ割合協 ’人数囚 全体の割合協
非常に多い 0’ ♪噛 　、O 非常に高まった 3 樹」250
「かなり多い ’2　｝ 16．7 かなり高まった 5 41．7
同じである 6 50．’O’ 同じである 2　’ 16．7
かなり少ない 1 ＆3 少しなくなった 0 0
少　な　い． 3 25．0 なくなった 1 8．3










そ　　の 他・ 0－　1 0　畠一
．④’単　位数 N＝12曽
『人数囚 ・全体の割合協．
．よくわかる 2㍉ ・16．7・
かなりわかる 1 8．3
同じである 1 8．3
よくわからない 6 5α0
わからない 1 8．3
そ　　の　　他 1 8．3
b　参加後の食事に対する関心 暉Nミ 2
・c 黹T㌃キヤン1の餌で感じたこと・1
°　　　＿∴t－　　一．自由記述
1倉謝艶て・力叫一の多いものを工夫確
。おやつをもっと食べたかっ’た。’
。おrblt’がおいしくなかった。．
。白身魚のホイを焼きの味がうすい。’
。姫豆腐がおいしかった。
。サマー銑ヤンプの食事は少なかった6，’一
。少ない加ゴリーの配分にしては，いろいろなメ三ユ，
　一があったと思う6
。子どもの食事だけを別にし七作ることが多b＞ったが，
サマーキ㍗ンプに参加して大人と同じ食事で作る方
法がわかった。　（母親）　　　”噛
。なか彗か手がこんでいてとても美味しい料理でした6
参考になる点もありました。　（母親）
　．サマーキャンプの食事は日常の食事と比較して，
満腹感は，「同じである。」が50％見られ，サマー
キャンプでの食事量が，H常の食事量とほぼ同じで
あ？＃唐児が半数おり，また満腹感ば「ない。」と
「あまりない・」1ｪ合b翫如％勉れ，サマ
ーキャンプでの食事量が不足気味の患児が，緬率数
近くいたことがうかがわれる．前者1・対しては値
接的な喫食体験を通して本キャシプ参加の意義を確
認し得るものと解されるが，後者に対しては，食事
内容あ指示趾喫飾は発敵伴い変イヒして叡も
のであり，発育期の患児ゆえにその間の調整の難し
さを痛感させられた。
　食品数については，サマーキャンプの食事は日常
の食箏と比較して，「同じである。」と答えた患児
が50．　0　％，「かなり少ない。」・「少ない。」と答
えた患児が33．3％であり，こめことにより患児の
約83％の日常の食生活はかなり多様な食品を用いて
いるのではなかろうかと推測される。
　味つけについては，サマーキャンプの食事は日knt
．の食事と「同じである。∫と答えた患児が66，7％，
　「かなりうすい。」・「うすい。」と答えた患児が
25．0％見られ，1人1日当りの食塩量は10g以下
を目安にして供食したのであるが，．大半の患児にと
ってそのような味つけが習慣化していることがうか
がわれた。・
　次に食事の単位数についてであるが，日常の養事
と比較して，1回の食事内容の単位数が「わからな
い。」・「よくわからない。」患児は，合わせて
一144一
県立新潟女子短期大学研究紀要　第21集　　1984
58．396であった。アンケート回答者の80％は，カ
ロリー計算ができない実状を考慮すると，多少はサ
マーキャンプの効果があったものと推察される。筆
者らは，ともすると規制を伴う食事に消極的になら
ざるを得ない患児に対し，「食」の喜びを少しでも
感じてほしいと願って献立作成にあたったが，その
ためにカロリー計算が複雑になることを免れること
はできなかった。今後は，患児の実状と「食」への
積極的な参加の方法とを，共にどのように発展させ
ることができうるのか，給食管理と栄養指導の両方
のアプローチから，更に検討を重ねて行かなければ
ならないであろう。
　以上の4つの成績より，嗜好を伴う食事に関して
は主観性が強く，それぞれの個人差をどのように把
握し，具現していくかが重要な課題となるものと思
われた。
　一方，サマーキャンプ参加後に食事に対する関心
が，以前より高まった患児が66．7％見られた。こ
のことは，サマーキャンプの一つの成果として評価
されるものと思う。
おわりに
　今回のサマーキャンプへの参加が決定してからの調
理スタッフの活動状況は，既に表2，3に示した通り
である。サマーキャンプ開催に至るまでの準備期間
（22日間）は，文献の探索，3）4）5）6）7）先生方から
の指導助言により，患者のプロフィールに応じた献立
作成に終日没頭した。サマーキャンプ開催中は，高温
多湿の厨房内において早朝から深夜に及ぶ労働のもと
に，辛うじて調理スタッフの責務を果すことができた
が，実際の現場経験をもたない筆者ら調理スタッフに
とっては，本サマーキャンプでの給食管理のスケジュ
ールは，かなりハードなものであったと思われる。
’今回は調理スタッフの人数及び能力の限界から，患
児の給食管理のみに焦点をあてざるを得ず，栄養教育
や「食」の啓蒙活動は殆どできなかったが，実際に参
加してサマーキャンプの意義を考えた場合，やはり，
給食管理だけでは対処しきれない部分の重要性を，再
認識せざるを得なかった。しかし，患児の個人把握が
可能な調理スタッフの人数と現実の人数を比較した場
合，筆者らが精一杯行った事は，理想と現実の唯一の
妥協点t一限界に近いのではないかと思われる。来年度
のサマーキャンプに向けての調理スタッフの早急な課
題は，何といっても人員の確保ではなかろうか。実際，
患児の父兄の方々の「食」に対する熱意にふれて圧倒
されることが多々あり，栄養指導スタッフの人員確保
により給食管理と並行して，患児の生涯の食教育へつ
ながっていくような栄養教育8）9）も行われるよう努力
しなければならないと痛感させられた。サマーキャン
プの最終日の食窮の後にいただいた拍手あるいは，患
児の方々の作文・アンケートに付記されてあったねぎ
らいの言葉に対する感激を忘れることなく，今後とも
多くの課題に積極的に取り組んでいきたいと思う。
　このような貴重な体験の場を与えて下さった，新潟
大学医学部小児科大塚武司先生，同じく栄養指導室佐
藤恵子先生をはじめとして，ご指導・助言をいただいた
本学の塚原叡教授並びに渋谷歌子助教授，さらに協力
して下さった患児・御父兄およびスタッフの皆様方に
深く感謝申し上げます。
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